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　鰺ヶ沢高校については、青森県立高等学校教育改革推進計画第２期実施計画（令和
５年度～令和９年度）において「地域校」として配置していますが、今年度は28人の
新入生を迎え入れました。
　鰺ヶ沢高校では、更なる活性化を目指して学校と地域等が一体となって教育環境の
充実に向けた取組を行っていますので、その取組の一部についてご紹介します。

学校の取組
・総合的な探究の時間で体験活動を通して地域資源の魅力等を発見し、魅力的な地
域資源を継承するための学習の展開
・ドローンライセンスの取得（鰺高みらい塾）
・地元自治体や企業と協働したＳＢＰ（ソーシャルビジネスプロジェクト）研究会
の活動
・全国でも珍しいＴｉｋＴｏｋ部や地域資源を活用したゴルフ部、野外活動部等の
活動

地域等の取組
・入学時の教科書、シューズ、ジャージ代に係る経費の補助
・鰺ヶ沢高校の生徒が無料で利用できる「あじバス」の運行（部活動参加のための
土日祝日の運行を含む）

　引き続き、地域の皆様のご協力を得ながら、鰺ヶ沢高校の魅力化に向けて取り組み
ます。

□青森県教育庁高等学校教育改革推進室　
　〒030－8540　青森市長島１－１－１　☎017－734－9866

鰺ヶ沢高校のＨＰへは
こちらから⇒

地域校については
こちらから⇒

鰺ヶ沢高校の取組の紹介
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　広報でもお知らせしておりました海岸清掃集団「FF焚火人」の初活動が、去る5月26日総勢35名の参
加をいただき無事終了いたしました。県内外からの反響に驚きつつも、身の引き締まる思いです。今後
の活動予定につきましては、深浦町役場ホームページ内【地域おこし協力隊コーナー】にて随時告知し
てまいります。
　さて、みなさん、ウェスパ椿山にあるモヤイ像を覚えていますか？
　私は協力隊初年度の冬に初めて知りました。今から25年前、平成11年2月17日に深浦町にやって来た
モヤイ像の製作者は東京都新島村の大後友市氏。所ジョージさんの番組内にて視聴者プレゼントとなり、
幸運にも3千倍の難関を突破し寄贈を受けたそうです。輸送時に眉毛が破損してしまい修復したエピソー
ド等、この町に来るまでの物語には胸を打たれました。ご存じの通りモヤイ像があるウェスパ椿山は、
コロナ過の中、その歴史に幕を閉じ現在緑地公園化に向けて整備中です。
　「時は流れ、様々な環境の変化に伴い、知らず知らずに人々の記憶は
薄れゆく・・」
　深浦町の素晴らしい観光資源であるこのモヤイ像へ「再び注目しても
らいたい」との思いで【モヤイ像ねぶたの制作・展示プロジェクト】は、
今年3月密かにスタートしました。ねぶたに興す事で自由に移動できる
し、知ってもらえる機会が増えると考えたのです。モデルはウェスパ椿
山の本像と、新島村にある様々なモヤイたち。制作は青森市の知人に依
頼し、紙貼り、色付けは深浦町内の有志で行いました。町が２年連続の
豪雨災害に遭い、未だ復興も道半ばである中、新島村の方言で、このモ
ヤイ像の「モヤイ」という言葉には、結ばれる、繋がる、協力し合う等
の意味がある事に感銘を受けたのも大きな理由です。
　そして企画から5か月、本日7月12日昼から町内全駅舎へ展示となっ
た次第です。
　「町に訪れるみなさんがモヤイ合い、良きご縁につながりますよう
に・・」との思いを込めながら。本企画を通じ新島村、深浦町共に注目
され賑わい、ひいては来年訪れる合併20周年、コロナ過から休祭中の
「深浦ねぶた祭り」の開催へ繋がる事を願っています。
　最後に、この度の企画に快くご賛同いただきました新島村、大後氏の
ご親族、役場スタッフの皆様、そしてねぶた制作に関わってくれた全て
の方々へ、この場を借りてお礼を申し上げます。「人とのつながりって
やっぱり素晴らしい！」あらためて感謝です。m(__)m

深浦町地域おこし協力隊　浪岡　敏勇（なみおか　としお）
たき び と

もし…少しだけでも空いている時間があれば子どもたちのために力を貸して頂けませんか？！
一緒に育ち合う仲間を探しています。

週に数日、あなたのお好きな少しの時間だけでも構いませんし、長時間勤務も歓迎です。
保育士資格があれば保育経験の有無は問いません。ゆっくりと慣れ進んでいきましょう。

【子どもたち一人ひとりが主人公です！】
青い鳥保育園　☎０１７３－７４－２７３７
　お電話やご来園を心からお待ちしています。　園長　島川　左千夫

「 保 育 士 募 集 中 ！ 」




